
京都錦市場の消費者ニーズ調査の実施とセグメントの析出に
基づく「京の台所」の価値を守るための食サービスの開発

課題：観光地化とオーバーツーリズムがもたらす、「京の台所」京都錦市場の食文化の喪失 but 観光客を排除できるわけではない

→ 観光客を（も）対象としつつ、「京の台所」京都錦市場の食文化の価値を守るための食サービスの開発

→ 方法１：消費者へのアンケートを通じたニーズ調査

京都錦市場 ・元々は魚市場  ・現在は小売市場型の商店街 ・錦の水、歴史、伊藤若冲などのブランド資源

 ・京都の食文化を支える「京の台所」  ・江戸時代から続く老舗も

目的１：消費者のニーズを調べた上で、消費者セグメントを析出

目的２：「京の台所」京都錦市場の食文化の価値を守るための食サービスの開発 → 方法２：デザイン実践（ミールキットサービスのデザイン）

実施期間：2024/8/18～20、8/24～27 (計7日間)
実施方法：現地における対面の街角調査
用意したタブレット端末から回答
紙媒体のQRコードを読み込んでもらってその場で回答
回答数：日本人179名、外国人213名
アンケートの質問項目 :性別や年齢、使用金額など、
「錦市場に何を期待して訪れましたか？」30項目

方法１ 消費者へのアンケートを通じたニーズ調査
どんなニーズがあるか（因子分析） セグメントの析出（クラスター分析）

方法２ デザイン実践（ミールキットサービスのデザイン）

行った分析
因子分析
→データの裏にある共通パターンを見つける要約手法。
「錦市場に何を期待して訪れましたか？」30項目から、
消費者ニーズのパターンを見つける。

クラスター分析
→データの中の似たもの同士をグループ化する手法。
消費者ニーズの因子得点を使い、消費者セグメントを析出。

調査概要   結果
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ミールキットサービス
→ 1食分の食材とレシピがひとつになった商品のこと。

錦市場ミールキットの特徴
→ 食材調達の場としての錦市場の機能を体験

・錦市場で仕入れた食材と既製品を組み合わせた献立
・食材を購入した店舗の紹介や観光の際に使えるパンフレット付き

目的…「宿泊先での味わい錦の利用可能性に対する調査」
「味わい錦の需要の調査」

外国人174名、日本人25名の合計199名に調査を実施

施設アンケート調査
目的…「レシピの実現可能性」「宿泊施設で調理する
際の施設側の懸念点」
京都市内367件の宿泊施設に送付、44件の回答を取得

・施設側の懸念点（記述式）…「ゴミの分別問題」

錦市場の街頭調査
錦市場の現状分析

ターゲット・コンセプトの明確化

4P分析（商品・価格・流通・販売促進）

レシピ・ホームページのプロトタイプの作成

宿泊施設での実現可能性の調査

錦市場での需要調査

キットの実践調査

成果

プロトタイプの完成
課題
価格や調理時間の見直し
今後の展望
プロトタイプで着手できなかっ
た下記の実施
・食材の使用許可、販売場所の
確保
・梱包デザイン、パンフレット
内容の改良
・商品のレパートリーの増加

レシピ例

ウェブサイト サービスの詳細

献立例

◎気づき
外国人消費者のニーズは食べ歩き観光のみではない！
→錦市場の歴史や伊藤若冲、地下水etc
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・滞在先のキッチンの有無…約3割の宿泊先に設備あり

需要の
高さ

実現性
の高さ


